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用語の定義 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No 名称 説明 

1 FP Findability Platform 

2 FS Findability Sciences 

3 CSV カンマで区切られた値 

4 トレーニング用ファイ

ル 
システムのトレーニング及び予測に必要となるモデルを作成するため

の UTF-8 でエンコードされた CSV ファイル 

5 目的変数 予測対象となる変数名 

6 予測用ファイル 予測のための UTF-8 でエンコードされた CSV ファイル  

7 識別子変数  すべてのレコードに対する一意の識別子が存在するデータセットの列

見出し名 

8 モデルファイル 予測のみのジョブを実行する際に使われるシステムが生成したモデル

ファイル（このファイルはモデルのみのジョブ、またはモデル＋予測

のジョブで生成されます。） 

9 デシル 予測の確信度を降順に並び替えた予測結果を 10等分に分けたもの 

10 ヒット率 デシルごとの予測正解率 

11 ランダム確率 そのデシルにおける、予測なしでレコードが一致した確率 

12 リフト ヒット率÷ランダム確率 

13 外れ値 分布の全体的なパターンから極端に外れた値 

14 2 値分類での変数 目的変数に 2 つの値のみを持つ変数 

15 DTV 

(離散型目的変数ケース) 
予測したい値が、トレーニング用ファイルの目的変数に含まれる値に

なる場合 

16 CTV 

(連続型目的変数ケース) 
予測したい値が、必ずしもトレーニング用ファイルの目的変数に含ま

れる値にならない場合 

17 PV PersistentVolume 

18 PVC PersistentVolumeClaim 

19 CPD Cloud Pak for Data 
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1. 概要 

1.1 本マニュアルの対象 
本資料は、FP Predict+を OpenShift 上で Operator を使用しデプロイメントする為の設定について説明しま

す。 

2. システム情報 
表 1 - システム情報 

 

3. システム要件 
 

No 要件 値 備考 

1 Openshift のバージョン 3.11+ or 4.3+  

2 CPU (Worker) 4 Cores ジョブに基づき調整が必要な場合があり

ます。 

3 RAM (Worker) 8 Gb ジョブに基づき調整が必要な場合があり

ます。 

4 ストレージ 50 GB ジョブに基づき調整が必要な場合があり

ます。 

5 サポートしているストレ

ージの種類 

NFS 及び Portworx これらはシステムが使用するストレージ

です。デプロイメントする前に PV を作成

する必要がありますので、ご注意くださ

い。 

6 レプリカの数 1 システムは 1 つのデプロイメントに対し 

1 つのコンテナのコピーのみを作成しま

す。 

7 Workers の最小数 1 単一のデプロイメントでは 1 つのレプリ

カのみ使用可能です。 

No 要件 値 

1 サービス／アプリケーション名 FP Predict+ 

2 サービスのバージョン APR 2020 

3 Docker Repo 詳細 Repo: us.icr.io/findability-sciences/platform-ubi:latest 

Username: apikey 

Password: 

qiTtR7cKyDucUZNj7xDh1Cthq2b5uhrntXL5G6EEmN8U 
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8 サポートしている Cloud 

Pak for Data のバージョン 

2.5 及び 3.0  

表 2 - システム要件 

4. デプロイメントの前提条件 
OpenShift クラスターにアクセスして管理している機械から以下のユーティリティーがインストールされているこ

とを確認してください。 

1. oc 

2. helm 

3. クラスターへの管理者のアクセス 

 

3 つすべてが利用可能かどうかを確認してからデプロイメントを開始してください。 

5. デプロイメントのステップ (Helm を使用) 
1. 次の helm リポジトリー https://helmcharts.findabilityplatform.com:4433 を "fscharts" という名前で追加してく

ださい。 

• helm repo add fscharts https://helmcharts.findabilityplatform.com:4433                                                                                                                                                                        

"fscharts" has been added to your repositories                                                                                                                                   

チャートを追加 

2. チャートを追加した後、CPD がインストールされているプロジェクトに変更します。 

• oc project zen 

• Now using project "zen" on server "https://xxx.example.com:6443". 

プロジェクトを変更 

 上記の例では、zen は CPD がインストールされているプロジェクトです。 

3. チャートを追加したら、OpenShift と Cloud Pak for Data のデプロイメントに基づいてプロパティを上書き

し、「helm」を使ってチャートをインストールしてください。 

 

• helm install <instance-name> <chart-name> –set variable=<value1>  

 

ここでは以下をご参照下さい 

1. インスタンス名: fp-predict-plus 

2. チャート名: Openshift のバージョンに基づき、以下のいずれかを使用します。 

a. “fscharts / fppredict-plus-v1”：OpenShift 3.11+を使用している場合 

b. fscharts / fppredict-plus-v2：OpenShift 4.3＋を使用している場合 

3. 上書きできる値は以下の通りです。上書きしない場合は、デフォルト値でチャートがデプロイメ

ントされます。 
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No 名称 説明 デフォルト値 備考 

1 imagePullConfig.useEx

istingSecret 

新しいプルシークレットを作成する

代わりに既存のシークレットを使用

するか否か 

Fp-predict-plus-

deployment 

独自のリポジトリー

を使用してエアギャ

ップデプロイメント

を行う場合に使用し

ます。 

2 imagePullConfig.secre

tName 

コンテナイメージをプルするための

シークレットの名前 

fp-predict-plus-

key 

ローカルリポジトリ

ー用に作成されたプ

ルシークレットと一

致させる必要があり

ます。 

3 deploymentConfig.na

me 

デプロイメントの名前 Fp-predict-plus-

deployment 

 

4 deploymentConfig. 

container.env.dtvEngi

neUrl  

これは DTV エンジンの URL です。

Pod は DTV ジョブを実行するための

URL にアクセス可能である必要があ

ります。これを満たさない場合シス

テム上で 「必要なコンポーネントが

利用できません。」というエラーが

出ます。 

http://169.61.73.

205/predictionv9 

値は変更しないでく

ださい。 

5 deploymentConfig.con

tainer.repoURL 

コンテナのリポジトリーURL us.icr.io/findabilit

y-

sciences/platform

-ubi:latest 

ローカルリポジトリ

ーからコンテナをデ

プロイメントする際

に変更してくださ

い。 

6 deploymentConfig.res

ources.requests.cpu 

コンテナが要求できる最小のコア数 4  

7 deploymentConfig.res

ources.requests.mem

ory 

コンテナが要求できる最小のメモリ 8 GB  

8 deploymentConfig.res

ources.limits.cpu 

コンテナが要求できるコアの最大数 32  

9 deploymentConfig.res

ources.limits.memory 

コンテナが要求できる最大メモリ 64 GB  

10 pvcConfig.fsGroup 永続ストレージへのアクセス権を持

つユーザーのグループ ID になりま

す。 

5555 設定に応じ変更して

ください。デフォル

トでは、システムは

永続的なストレージ

をグループ ID 5555

で書き込み可能にす

る必要があります。 
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No 名称 説明 デフォルト値 備考 

11 deploymentConfig. 

icp4dVersion 

使用している CPD のバージョン 3.0.1  

12 pvcConfig.name PVC の名称 fp-predict-plus-

pvc 

最初に PVC を作成し

てからコンテナに使

用するように割り当

てる場合は、変更し

てください。 

13 pvcConfig.storage PVC に必要なストレージサイズ 50Gi 50Gi が推奨値です。

ユースケースに基づ

いて、更新する必要

があります。PV のサ

イズ以下である必要

があります。 

14 pvcConfig.storageClas

sName 

PVC が作成されるストレージクラス

名 

managed-nfs-

storage 

ブランクのままにし

ておくと、デフォル

トのストレージクラ

スが使用されます。

デフォルトをご利用

ください。PV がルー

ト以外のユーザーに

PV への書き込み権限

を許可していること

をご確認ください。 

サポートしているオ

プションは次のとお

りです：managed-

nfs-storage、

portworx-shared-sc、

portworx-shared-gp2

、portworx-shared-

gp3、portworx-

shared-sc 

15 pvcConfig.useExisting デプロイメント中に新しい PVC を作

成する代わりに、初めにユーザーが

PVCを作成し、それをシステムに使

用できるようにします。 

False 正しい権限で PVを自

動的にプロビジョニ

ングするストレージ

クラスがある場合に

役立ちます。 

例：IBM クラウド上

の gid classes  
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No 名称 説明 デフォルト値 備考 

その場合は、最初に

PVC を作成し、この

値を true 

に変更し PVC名を指

定することができま

す。(No10) 

16 routeConfig.host アプリケーションがアクセスするホ

スト名 

- 利用可能なドメイン

を持っていない場合

はブランクのままに

しておきます。その

場合、URL は自動的

に生成されます。 

17 routeConfig.routerCan

onicalHostname 

デプロイメントのホスト名 

（この設定は、ホストがブランクの

場合に URL を設定するために使用さ

れます） 

<your-router-

cannonical-

hostname> 

クラスターに対応す

る値を変更する必要

があります。 

コンソールの URL が

console 

openshift.example.com

の場合、この値は

example.com になり

ます。 

表 3 - チャート値 

 

コンテナをデプロイメントするために、PVC と routerCanonicalHostname を更新してください。変更後、Create ボ

タンをクリックしてください。 

エアギャップ環境の場合は、「表 1 - システム情報」の表に記載されている認証情報を使用して、ローカルコン

テナリポジトリーにイメージをプルしてください。そして、helm のインストール中に、新しいデプロイメントに

基づいて以下のプロパティを上書きしてください。 

1. imagePullConfig.useExistingSecret 

2. imagePullConfig.secretName 

3. deploymentConfig.container.repoURL 

コマンドを実行したら、Openshift Console にログインして、CPD がインストールされているプロジェクトにデプロ

イメントされた Pod の一覧を表示します。 

次に、Workloads -> Pods と進み、表 3 の No3 で指定した名前で始まる Pod を待ち、準備が整うのを待ちます。 
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図 1  - Pod がまだ準備できていない場合 

 

図 2 - Pod が準備できている場合 

 

Pod の準備ができたら、ルートに存在する URL に移動してアプリケーションにアクセスします。表 3 の No 17 で提

供したものと同じルートを使用していることをご確認ください。

 

図 3 - ルートとアプリケーションの URL 

 

helm を使用したデプロイメントでは、以下のリソースが作成されます。 

1. Kubernetes Deployment 

2. Route 

3. PVC 

4. Service  
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6. デプロイメント後のステップ 
1.以下のデフォルトの認証情報を使用してシステムにログインしてください。 

• URL：<前ページで取得した URL> 

• ユーザー名: admin@findabilityplatform.com 

• パスワード: fppr3dictpLu5 

2.  ソフトウェア利用許諾契約をご確認の上、「同意」ボタンをクリックしてください。本契約の条件に同意いた

だけない場合は、本ライセンス製品を使用することはできません。 

 

図 4 - EULA 

3.  インスタンス登録ページの Step1 の画面よりシステム情報ファイルをダウンロードし、

support@findabilitysciences.zendesk.com まで送付してください。 

 

図 5 - システム情報のダウンロード 

 

サポート チームより、システム情報に基づいて作成したライセンスファイルをお送りしますので Step2 の画面に

てファイルのアップロードをお願いします。 

mailto:admin@findabilityplatform.com
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図 6 - ライセンスファイルのアップロード 

 

インスタンスの登録が成功すると、ライセンス情報のページにリダイレクトします。 

 

ライセンス情報のページでは、API キーを生成し、生成された API キーを確認することができます。 

 

図 7 - ライセンス情報 - API キー生成 
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生成ボタンをクリックすると、以下のようにライセンスキーが利用可能な状態となります。既に API キーが生成

されている場合、API キーを再生成することも可能です。 

 

図 8 - ライセンス情報 - 表示キー 

 

インストール後は、ユーザーマニュアル「付録 6-Cloud Pak for data との相互連携」のセクションをご確認くださ

い。 

 

7. アンインストールサービス 
 

1. oc を使用して、CPD がインストールされているプロジェクトを選択します。 

• oc project zen 

• Now using project "zen" on server "https://xxx.example.com:6443". 

上記の例では、プロジェクト「zen」に CPD がインストールされています。 

インスタンス名をデプロイ時と同じ名前に書き換えて削除することで、Cloud Pak for Data のタイトルを含

む、インストール時に作成されたリソースが削除されます。 

• helm delete --purge <instance_name> --tls 

 

https://docs.findabilityplatform.com/FPPredict-User-Manual.pdf

